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ず
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縮
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滞
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又
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概
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講
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反
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な
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を
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、
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軒

ド

一

そ

U
て
こ
の

U
と
を
、
お
知
一
」
い
し
た
内
容
を
も
含
み
、
↑

」
2
1
1
E
i
;
;
i
園
;
=
H
E
m
-
-
B
E
z
-
-

吋
目
前
-MH丹
羽

-ZEm----ZE--EEE---z-

」
軒
-
言
者
-
足
立
肺
訴
-3一

一
国
三
一
-
一
三
両
国
三
一
が
長
昨
日
在
住
一
五
駄
目
新
聞
に
刷
込
ん
一
日

M
d
同
時
間
問
一
調
整
を
図
ら
ん
と
す
る
今
回
の
一

芸

訪

露

」

霊

週

間

町

内

ノ

富

一

人

兄

弟

自

殺

事

件

の

外

、

親

子

一

私

共

の

家

庭

に

、

験

場

に

、

一

な

ら

ぬ

と

思

い

ま

す

。

一

人

権

擁

護

委

員

氏

名

一

つ

し

一

で

あ

る

Z
国
自
慢
義
一
山
集
め
て
頂
い
て
、
我
々
の
水
一
議
会
で
あ
り
旧
町
と
し
て
喜
一

J
F
等
入
費
閣
の
ご
一
語
出
現
一
一
一
一
一
昨
日
出
一
時
臨
時
虫
(
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U
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松

山

地

方

法

務

局

反

大

井

好

仁

一

い

と

思

い

ま

す

o

J
封

一

一

炉

問

時

間

仁

川

腎

一

一

日

一

品

川

ル

崎

一

目

立

す
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一

的
一
宮
十
二
月
四
日
か
ら
十
時
一
惨
禍
を
防
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明
る
い
社
会

i
O泣
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M

M
い

町
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昨

日

早

計

則

的

一

れ

U
N
M
日

哨

印

刷

時

詩

丘

、

一

定

一

ま

で

の

一

週

間

を

世

界

人

権

{

旦

一

ち

建

て

る

必

閉

ま

あ

る

わ

け

で

一

幸

福

は

自

由

か

ら

生

れ

、

そ

一

一

一

昭

和

二

十

九

年

度

一

こ

一

る

こ

と

に

な

hJ
大
変
な
こ
と
に
一

間
一
言
語
念
の
「
人
権
週
間
」
と
し
一
す
o

今

年

の

人

権

週

間

に

当

つ

一

の

自

由

は

勇

気

か

ら

生

れ

る

よ

一

一

1

1

1

1

1

1

I

l

l

-

九

立

岩

詩

的

生

な

り

手

の

で

、

統

計

法

及

び

一

則
一
没
者
主
唱
の
も
と
に
全
国
一
一
て
特
に
考
慮
さ
抗
日
見
守
っ
て
い
わ
れ
て
い
ま
す
o

権

力

や

一

一

一

工

業

統

計

調

査

に

つ

い

て

一

こ

の

調

査

は

初

め

に

む

た

一

工

等

統

計

調

査

規

則

で

は

調

査

一

毎

一

再

に

記

念

行

事

が

倍

さ

れ

人

互

い

て

述

べ

て

み

↑

暴

力

立

芝

生

活

か

ら

自

由

一

一

一

!

l

i

l

i

l

i

-

-

-

-

l

一

よ

う

に

指

定

続

討

調

査

で

為

り

一

票

の

秘

密

を

保

護

す

る

反

EJ

(

一

思

想

の

普

及

高

揚

を

図

る

こ

と

一

@

幸

福

な

社

会

は

生

命

と

↓

か

脅

か

さ

れ

、

奪

わ

れ

る

場

合

一

一

一

一

ア

々

を

豆

ん

だ

り

う

そ

の

申

告

を

一

一

附
一
に
な
っ
て
い
ま
す
o

一
自
由
の
尊
重
か
ら
一
は
、
泣
き
寝
ス
り
に
よ
っ
て
片
一
一
一

J

統

計

係

一

一

一

日

刊

r咋
計
一
一
吟
一
し
た

rる

と

絡

計

法

に

与

一

一

1
一

こ

の

「

世

界

人

権

宣

言

」

と

一

生

命

の

尊

重

こ

そ

人

権

擁

護

一

付

け

な

い

で

、

こ

れ

を

成

句

除

一

一

.

一

申

告

さ

れ

:

予

を

他

に

漏

し

一

て

き

」

ら

れ

る

こ

と

に

な

っ

て

一

明

一

申

し

ま

す

の

は

、

人

間

の

自

由

一

の

第

一

歩

で

す

が

、

従

来

私

共

一

く

た

め

に

立

上

る

勇

気

が

大

切

一

一

通

商

産

業

省

で

は

塁

も

ま

一

わ

れ

る

指

定

統

計

調

査

(

統

計

一

=

、

徴

新

川

怠

に

は

勿

論

一

い

ま

す

o

r

一

色
や
権
利
(
入
信
U

を

守

り

、

地

一

は

生

命

と

い

う

も

の

を

粗

末

に

一

で

す

。

そ

れ

と

共

に

、

自

由

を

一

一

た

十

二

月

三

十

一

円

現

在

で

、

一

法

に

基

い

て

行

ふ

調

査

U

で
あ
一

M
U
L」
統
計
上
の
白
的
以
外
に
一
以
上
で
大
唾
」
の
調
査
に
つ
一

間

一

日

刊

誌

品

目

批

判

一

目

別

問

草

川

立

肘

一

官

民

間

時

間

同

一

一

日

持

ヨ

ー

す

る

こ

一

d
γ
t統

計

表

自

の

一

刊

誌

は

百

日

日

主

計

一

日

明

即

時

五

ぜ

一

昭

一

語

認

す

闘

い

れ

川

一

日

料

品

弘

前

日

一

郎

日

時

出

町

湯

片

話

閥

均

註

叩

日

立

許

取

豆

諸

れ

わ

れ

則

芝

山

一

日

日

訪

日

片

山

田

一
」
で
す
口
一
る
こ
と
を
十
分
に
考
え
ね
ば
な
一
長
い
間
の
封
連
的
一
九
時

E

3

使
用
額
、
生
産
額
等
に
つ
一
の
他
研
究
資
料
何
と
し
て
も
広
く
一
な
ら
な
い
こ
リ
ま
ボ
厳
重
に
定
一
の
御
多
附
期
に
該
事
業
所
へ
御

一

芸

人

類

の

堅

苦

招

く

良

一

り

ま

せ

ん

。

回

略

的

に

は

原

水

一

極

介

私

共

の

周

囲

!

?

、

い

て

詳

細

に

調

べ

て

製

造

工

業

一

利

用

さ

れ

、

か

つ

我

国

の

経

済

一

め

ら

れ

て

い

ま

す

o

も
し
不
百
一
依
阪
に
上
り
ま
す
が
、
期
限
内

一

の

あ

る

水

爆

が

、

人

間

の

手

工

一

爆

の

必

要

の

作

札

界

、

集

団

一

無

用

の

先

例

や

習

慣

や

考

え

方

の

面

か

ら

我

国

の

経

済

活

動

の

一

事

情

を

海

外

に

紹

介

す

る

た

め

一

確

な

E
Jれ
ま
日
号
統
一
に
芯
し
い
申
告
を
さ
れ
る
俵
御

↓
一
保
有
さ
れ
て
い
る
今
日
こ
そ
一
ぎ
や
〈
殺
の

T
L
f
会

は

万

人

一

が

沢

山

あ

っ

て

、

甚

だ

し

い

場

実

態

を

明

ら

か

に

す

る

最

も

章

一

の

具

体

的

な

資

戦

と

し

て

も

使

一

十

羨

;

日

け

述

ぺ

引

号

一

「

一

協

力

下

さ

い
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一
す
べ
て
の
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が
「
位
界
人
権
一
の
望
む
と
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ろ
で

L
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o

又

一

合

に

は

迷

信

邪

晶

お

と

り

よ

乏

要

な

統

計

を

作

る

た

め

に

、

行

一

周

さ

れ

て

い

ま

す

o

こ
れ
は
こ
一
副
に
肘
一
軒
れ
あ
際
こ
れ
ら
の
一

一
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言
」
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精
神
に
立
ち
還
っ
て
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国
内
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に
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経
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人
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守
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一

Jι
司
副
寸

l

ヤ

文

相

撲

盛

究

縦

一

一

諸

説

明

暗

一

日

一

一

M
M弔
問

宵
方
罰
出

D
E盟
臨

ご

の

が

あ

っ

た

。

一

の

滝

の

星

〔

桜

田

君

)

が

健

闘

-
Y
F
E
L
-
-
一

千

円

こ

う

し

た

書

長

官

依

一

よ

〈

一

一

一

人

ま

で

抜

い

た

が

四

人

雨
に
な
り
そ
う
な
空
模
様
が
一
本
原
雄
氏
五
男
政
通
君
初
の
一
り
、
幸
に
し
て
雪
ナ
を
生
む
こ
一
目
で
敗
れ
、
叶
五
人
技
の
軍
扇

掴
閉
ざ
不
安
に
満
ち
た
二
、
三
郷
土
ス
り
を
歓
迎
激
励
す
る
意
一
と
も
な
〈
立
派
に
幕
す
閉
じ
る
一
は
高
砂
部
屋
側
に
上
っ
た

日
を
渇
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
一
図
の
下
に
、
消
防
団
の
方
々
に
て
」
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
が
、
一
安
飛
び
付
五
人
抜

団
員
必
死
の
敢
闘
に
天
も
与
↑
御
相
談
申
上
げ
た
処
、
そ
の
侠
一
打
出
後
の
一
刻
を
、
苦
し
か
っ
一
序
の
口
二
、
一
一
一
段
カ
土
に
よ
っ
m

し
て
く
れ
た
も
の
か
、
二
十
六
一
諾
を
得
て
本
興
行
を
思
ひ
立
つ
一
た
過
去
を
し
の
び
、
嬉
し
か
っ
一
て
行
は
れ
た
が
、
郷
土
出
身
、

日
は
き
侭
の
秋
日
和
、
や
ぐ
ら
一
た
の
で
為
る
o
一
た
今
日
を
想
ひ
柑
互
に
い
た
わ
一
前
の
川
断
然
強
く
末
永
町
長
か

太
鼓
の
音
も
さ
や
か
に
な
h
渡
一
由
来
相
撲
で
損
す
し
な
い
た
一
り
合
ひ
つ
つ
も
、
今
回
、
こ
の
一
ら
の
賞
金
は
間
関
の
手
に
帰
し

り
、
好
角
家
待
望
の
東
富
士
二
め
し
は
な
い
と
云
は
れ
て
い
た
一
成
功
ほ
町
内
各
層
の
方
々
の
間
一
大
い
に
面
白
を
施
し
た
。

宮
行
の
大
相
撲
は
、
長
浜
町
駅
構
内
一
上
に
本
契
約
後
大
洲
市
で
吉
葉
一
協
力
L
L
周
辺
村
消
防
団
の
御
支
一
大
そ
の
外
消
防
団
お
好
み
に

ザ
広
場
の
土
俵
上
に
華
々
し
く
辰
一
山
一
行
が
十
六
日
に
先
手
を
打
一
援
に
よ
る
も
の
と
し
主
的
身
の
一
土
る
相
警
告
句
や
初
y
切
り
で

一
関
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
一
っ
た
り
、
二
十
五
日
の
八
幡
浜
一
力
で
は
な
い
、
皆
さ
ん
の
お
か
一
観
衆
を
喜
ば
せ
古
式
豊
か
な

一
去
る
十
月
中
句
、
高
椅
英
吉
一
は
録
制
判
公
開
と
云
ふ
こ
と
な
ど
一
げ
だ
4
と
謙
虚
な
気
持
マ
諮
り
一
弓
取
り
も
つ
L
が
な
く
、
こ
の

一
代
議
土
か
ら
、
万
難
"
を
排
し
て
一
が
伝
へ
ら
れ
、
こ
の
悪
条
件
を
一
合
ふ
幹
部
諸
君
の
態
度
に
は
頭
一
場
所
を
限
り
の
横
綱
東
富
士
の

一
高
砂
一
門
の
相
撲
を
請
け
て
〈
一
如
何
に
し
て
克
服
す
る
か
に
つ
一
の
垂
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
o
一
土
表
入
り
も
華
や
か
に
午
後
二

一
れ
と
の
懇
諮
が
あ
り
、
先
生
の
一
き
、
消
防
団
幹
部
は
魂
を
す
り
一
当
日
の
主
な
る
記
録
を
拾
っ
一
時
半
、
天
下
泰
一
半
、
利
か
に
幕

一
寸
噴
の
御
厚
誼
に
酬
ひ
、
回
一
つ
一
減
ら
す
慢
な
恩
ひ
が
宣
伝
に
叉
一
て
見
る
と
、
一
を
閉
じ
た
。

¥
じ
叉
、
背
島
出
身
前
の
川
(
紙
一
前
売
券
の
買
込
み
に
必
死
の
努
一
安
市
内
入
り
丑
人
援
一
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百
し
い
発
音
の
こ
つ
を
会
得
す
一
期
待
し
得
る
、
英
語
発
音
の
基

る
と
、
丁
度
水
泳
や
貝
転
車
に
一
礎
的
骨
組
を
ほ
出
来
上
っ
た
の

乗
る
わ
ざ
の
よ
百
に
、
も
う
忘
一
で
あ
る
o
将
来
大
学
に
八
つ
て

れ
ら
れ
な
い
も
の
と
な
る
。
山
一
外
人
教
師
に
で
も
教
わ
っ
た
ら

崎
君
の
場
合
既
に
そ
の
こ
つ
を
一
更
に
こ
ま
か
い
肉
付
け
の
仕
上

会
得
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
一
一
げ
を
す
る
こ
と
で
ら
ろ
う
。

先
ず
安
心
で
あ
る
町
高
佼
主
に
一
訟
自
身
。
侠
い
淫
没

A
で
は

第 9号り

祭

冠

想、

ふ

長
浜
高
校
教
諭

永
井
早
見

長
浜
高
校
三
年
生
山
崎
喬
君
一
を
し
て
得
た
付
焼
刃
で
ほ
殆
ど

はい

E
I〕」

IT--aぃ1
松
山
外
役
に
立
た
な
い
。
勿
論
大
会
聞

大
の
泉
下
高
校
英
語
排
論
大
会
一
近
の
練
習
で
相
当
な
準
歩
を
し

で
、
第
一
一
位
宇
獲
得
し
た
ο

先
一
た
こ
と
は
事
実
で
は
あ
る
が
、

に
・
十
月
十
七
日
泉
教
委
主
催
一
山
崎
君
の
成
果
は
、
平
常
の
自

の
県
下
高
校
縛
論
大
会
δ
は
.
一
習
と
学
校
の
授
業
で
身
に
つ
け

第
三
位
で
あ
っ
た
。
叉
最
近
十
一
た

E
し
い
英
語
発
音
を
、
地
金

一
月
三
十
三
日
、
善
通
寺
四
国
一
通
り
に
表
わ
し
た
結
果
に
泊
ぎ

基
質
一
数
学
園
主
催
の
、
四
国
四
一
な
い
の
で
あ
る
。

国
一
山
及
び
岡
山
県
下
の
高
校
英
語
一
外
国
語
の
勉
強
で
は
、

E
し

鉾
論
大
会
で
は
、
第
二
一
位
で
あ
一
い
発
音
か
ο

習
得
す
る
こ
と
は

っ
た
o
山
崎
君
の
こ
れ
ら
の
輝
一
非
常
に
困
難
で
あ
る
と
共
に

か
し
い
成
果
の
蔭
に
は
、
人
の
一
め
て
必
要
で
ゐ
r

一
。
然
し
そ
h

知
ら
な
い
不
断
の
努
力
の
あ
っ
一
に
は
、
平
常
芭
し
い
発
音
に
留

た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
一
意
し
、
締
走
ず
こ
つ
こ
つ
練
習

解
論
大
会
が
近
づ
い
た
か
ら
一
ー
を
積
む
地
味
な
方
法
が
一
番
近
↑

η
一
人
い
っ
て
、
急
に
泥
細
式
練
習
一
道
で
あ
る
o
然
し
他
方
、
一
度
-

a4・
E

勘
同
室
主
主
国
固
図
書
室
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一
我
が
国
の
森
林
は
多
年
の
遁
一
山
林
復
興
施
策
の
推
進
は
関
連

平

轄

の

本

P
P
E
t
-聾
し

歪

?

?

一

塁

伐

に

加

え

て

戦

後

の

豆

大

一

諸

産

業

の

基

盤

と

し

て

も

緊

急

間

一

専

-

ノ

!

片

ほ

同

l
i
l
l
-
B

一
た
復
興
資
材
需
要
の
た
め
、
近
一
促
進
の
必
要
叫
ば
れ
て
い
る

白
一
お
百
月
が
近
づ
き
ま
し
た
。
一
乏
迄
の
苦
労
が
水
の
泡
に
な
と
年
一
聞
に
荒
廃
し
、
た
め
に
森
林
一
次
第
で
あ
・
り
ま
す
。
然
る
に
と

日
一
毎
年
の
援
に
門
怒
が
立
て
ら
れ
一
ま
す
o
ど
う
か
傷
け
な
い
様
に
一
資
源
は
次
第
に
減
少
を
来
し
、
一
の
よ
う
な
国
士
の
珂
状
に
対
し

印
一
る
こ
と
で
せ
う
。
叉
神
擦
に
供
一
大
事
に
育
て
上
げ
る
様
御
協
力
一
年
々
襲
来
す
る
台
一
闘
は
国
土
に
一
一
方
で
は
資
源
の
援
護
と
い
う

明
一
へ
る
松
の
木
の
空
却
が
切
り
攻
一
を
願
ひ
ま
す
。
一
甚
大
な
被
害
ー
を
与
ズ
、
山
林
の
一
面
の
顧
慮
に
欠
け
た
ク
リ
ス
マ

判
一
ら
れ
る
で
せ
う
o
こ
れ
に
つ
い
一
丁
度
比
の
度
、
国
士
緑
化
推
一
間
廃
に
拍
車
ー
を
加
走
て
い
る
現
一
ス
m
y
p
1
並
び
に
百
月
用
門

尚
一
て
皆
様
に
是
非
お
願
ひ
し
た
い
五
割
員
制

J
中
島
知
事
、
i
市
長
一
状
で
あ
り
ま
す
o
治
山
治
水
、
一
訟
の
使
用
が
次
第
に
題
加
し
て

和
一
の
は
=
今
切
角
、
造
林
中
で
あ
る
一
町
村
会
、
曹
長
会
や
主
婦
連
合
一
国
土
緑
化
は
今
や
国
家
一
豆
半
の
一
お
り
も
関
係
識
者
の
愛
一
周
す
る

昭
一
町
の
山
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
一
会
の
名
に
お
い
て
対
策
一
吉
岡
2

一
恒
久
塁
手
と
し
て
政
府
に
お
い
一
と
こ
ろ
と
な
っ
て
お
る
こ
と
は

一
御
衣
知
の
通
り
あ
げ
j
m

恨
の
ポ
一
定
め
ら
れ
、
全
国
的
な
運
動
向
一
て
も
そ
の
抜
本
的
対
策
の
確
立
一
泊
に
遺
怖
に
唱
え
な
い
処
で
ぁ

一
は
去
る
一
干
五
年
、
天
皇
陛
下
一
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
て
一
を
急
ぐ
と
共
に
可
及
的
速
か
に
一
り
ま
す
q
大
切
な
資
源
を
無
駄

一
十
四
国
路
へ
お
迎
へ
し
た
記
念
一
そ
の
書
官
官
を
記
録
し
て
九
倍
一
森
林
の
荒
廃
防
止
と
資
源
の
維
一
に
使
わ
ず
、
国
民
各
自
が
也
君
仏

一
と
し
て
植
付
け
た
も
の
で
す
。
一
べ
し
ま
す
o
i
一
持
培
養
を
図
る
よ
う
努
め
て
お
一
を
認
識
し
、
互
に
そ
の
使
用
を

)
一
当
時
は
小
さ
く
て
す
ぐ
草
の
一
1
1
0
1
1
一
り
、
叉
民
間
に
お
い
て
込
国
土
一
自
粛
し
、
ま
た
は
門
慾
に
代
る

に
↑
下
に
か
く
れ
て
し
ま
う
有
望
」
一
グ
リ
ス
マ
ス
e
y
リ
1
友
び
一
緑
化
推
護
委
員
会
等
守
始
め
と
一
新
し
い
風
習
を
身
に
つ
け
る
こ

圃
踏
ん
が
今
で
は
立
派
に
吹
く
す
一
門
訟
の
使
用
自
粛
運
動
子
ろ
緑
化
関
係
団
体
に
よ
っ
て
一
と
が
必
要
孝
じ
ま
す
o

〈
と
伸
び
て
お
り
ま
す
。
一
，
に
つ

W
℃

J

叶
-
掻
く
緑
化
啓
毅
運
動
が
滋
め
ら
一
以
上

D
通
り
で
あ
り
ま
す
が

今
こ
の
新
芽
も
と
ら
れ
た
ら
一

1

国
土
緑
化
推
進
委
員
会
持
制
)
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
一
先
づ
田
急
¥
町
の
山
か
ら
、
立

t

M

 

使の町

R
A
d
-
¥
 

-
メ
守

， 
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g
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こ

J

曾
根
さ
ん
と
し
て
長
浜
の
人
々
一
希
ふ
も
の
で
あ
る
。
一
乗
的
見
地
よ
'
り
す
る
道
路
拡
援

ヱ

曳

」

ノ

九

一

一

こ
・
¥
り

r

b

に
は
馴
染
深
く
、
信
頼
さ
れ
親
一

O
改
札
が
始
ま
っ
た
ら
す
ぐ
一
へ
の
支
援
が
あ
り
、
工
事
に
潜

む
克
を

ρ
た
b

し

ま

れ

て

来

た

方

で

あ

る

o

一

ホ

l
A出
て
並
ん
で
お
一
手
し
た
こ
と
は
前
号
で
お
伝
へ

1

h

f

1

、

1
1

、
立
仰
の
災
難
が
伝
へ
ら
れ
る
や
町
一
り
ま
し
ょ
う
。
一
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
後

長
浜
町
伎
一
場
吏
員
で
結
成
し
一
り
の
列
車
の
下
敷
に
な
り
、
大
一
中
の
お
医
者
さ
ん
や
助
産
婦
の
一

O
駅
員
の
制
止
に
は
素
直
に
一
岡
崎
沙
氏
よ
り
、
そ
の
所
有
也
一

て
い
る
自
治
研
究
会
で
は
、
去
一
れ
き
傷
を
受
け
た
の
で
あ
っ
た
一
方
々
が
馳
け
つ
け
て
、
至
ら
ぎ
一
従
っ
て
危
険
な
雪
之
主
一
を
道
路
拡
張
に
埠
供
す
る
と
到
一

V

出

生

る
十
四
日
の
日
曜
日
に
、
秋
の
一
時
を
警
手
、
立
主
治
医
を
一
る
な
き
手
当
が
施
さ
れ
た
こ
と
一
け
ま
せ
う
。

f

一
ふ
申
寸
八
が
あ
り
、
こ
れ
に
苧
り
一
小
西
信
光
茸
女

H
グ
L
1
γ
ヨ
シ
を
皇
国
の
紅
一
首
一
め
町
内
の
医
師
助
産
婦
の
手
一
も
、
お
そ
ら
く
永
い
年
月
の
間
一

O
降
り
る
人
の
吾
」
出
口
ー
を
一
建
設
現
場
へ
の
萱
各
主
完
全
こ
一
二
一
好
議
長
女

葉
観
賞
と
決
定
、
小
雨
模
僚
の
一
厚
い
治
療
や
、
同
僚
の
多
量
の
一
に
初
祖
国
を
使
は
せ
て
貰
っ
た
人
一
広
〈
あ
け
て
お
き
ま
せ
う
一
基
準
慨
を
確
保
』
[
ト

U
U
と
が
仙
一
玉
井
マ
サ
コ
男

天
候
宏
気
に
し
乍
ら
、
十
一
時
一
輸
血
が
抱
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
一
二
~
あ
ら
う
と
恩
は
れ
る
親
子
一

O
降

り

る

入

が

や

ん

だ

な

と

来

た

o

一

朝

日

満

邦

長

男

十
七
分
発
列
車
で
出
発
す
る
こ
一
銭
り
に
も
大
き
な
傷
で
あ
っ
た
一
づ
れ
を
初
め
町
内
稀
に
見
る
多
一
よ
ど
ま
ず
秩
序
よ
〈
乗
り
一
山
際
下
水
に
於
て
も
亦
こ
の
一
防
津
博
長
女

と
に
沿
っ
た
の
で
あ
る
が
、
行
一
為
、
翌
十
五
日
午
前
五
時
五
分
一
数
の
会
欝
者
の
あ
っ
た
こ
と
も
一
ま
せ
う
o
一
ア
パ
1
下
建
設
に
お
い
て
も
、
一
井
上
君
太
郎
長
女

を
共
に
す
る
渡
辺
ス
エ
さ
ん
が
一
栢
命
し
た
。
一
そ
の
人
為
を
し
の
ば
せ
る
も
の
一

O
乗
っ
た
ら
ス
口
に
立
ふ
さ
一
多
数
有
志
の
方
h

の

御

協

刀

主

兵

頭

酌

法

長

女

発
車
間
際
に
乗
車
し
よ
う
と
し
一
渡
辺
さ
ん
は
曾
根
さ
ん
と
云
一
が
あ
り
、
こ
う
し
た
雪
量
且
か
一
が
ら
ず
に
中
へ
中
へ
と
進
一
頂
け
る
の
で
町
の
霊
京
、
二
日
巾
源
五
郎
六
男

て
転
落
す
べ
り
出
し
た
ば
か
一
ふ
方
が
通
り
が
よ
く
、
産
婆
の
一
役
立
派
な
万
が
、
ど
う
し
て
こ
一
み
ま
せ
1
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1
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〈
に
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岡
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齢
寸
一
に
健
康
優
良
学
校
表
彰
事
業
」
一
あ
の
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傷
の
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で
の
キ
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一
君
の
猛
省
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ま
す
u
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あ
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V
死

亡

育
成
す
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と
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酎
一
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於
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当
長
浜
小
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校
六
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た
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の
一
云
ふ
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と
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ハ
前
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崎
世
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一
一
言
を
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な
か
っ
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り
一
も
な
い
の
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募
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催
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J
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と
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受
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川
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o
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ニ
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化
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会

一

一

ろ
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当
町
第
七
区
の
村
上
宣
子
一
ス
は
当
時
新
聞
や
校
報
等
で
既
一
会
こ
の
事
件
と
は
別
の
意
味
に
一
致
し
た
い
。
一
状
況
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額
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一
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助
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獲
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さ
れ
十
一
一
月
一
一
一
日
大
一
第
で
あ
る
。
以
止
の
こ
と
は
只
一
反
省
し
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く
と
も
我
々
の
不
一
道
路
に
協
力
一
会
で
品
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さ
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憾
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施
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ず
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講
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来
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佐
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一
代
に
築
い
て
参
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ま
せ
う
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倫
こ
の
運
動
に
対
し
て
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浜
町
青
年
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熱
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